
地盤品質判定士，地盤品質判定士補 

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ 

 

【地盤品質判定士通信 No.176】 

 

【2021年度 地盤品質セミナー，宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会，（公社）土

木学会 令和 3年度 地盤工学セミナー】 

2021年もいよいよ師走を迎え，慌ただしい日々をお過ごしのことと思います。コロナ禍

はなかなか収束せず，新たに確認されたオミクロン株が日々ニュースで取り上げられてお

ります。忘年会や新年会などを控え，コロナ対策には十分配慮してお過ごしください。 

さて，今回は「2021 年度 地盤品質セミナー」，「宅地地盤の評価に関する最近の知見

講習会」，「（公社）土木学会 令和 3年度 地盤工学セミナー」のご案内をお送りいた

します。 

 

１．2021 年度 地盤品質セミナー【2022 年 1 月 29 日】 

  ≪地盤品質判定士が関わった宅地地盤の変状に関する調査と対策≫ 

  

今年度のセミナーは，2012 年度から数えて 10 回目の開催となります。本セミナー

は，2019 年 9 月～2021 年 8 月の 2 年間に判定士会のホームページ等に寄せられた宅地

地盤の 100 件の相談において，宅地購入予定，セカンドオピニオンなどの相談の他，擁壁

の変状，崖・斜面の崩壊，不同沈下，陥没，地震動災害など宅地地盤の変状に関する一般

市民からの相談が増えていること，地盤に起因する建築紛争（言い換えれば宅地地盤の変

状に関する紛争）などに地盤品質判定士の関わることが増えていることに鑑み，宅地地盤

の変状に関する調査と対策についての現状を宅地地盤に関わる建築士や建築関係の技術

者，土木系の技術者の方々のみにとどまらず不動産鑑定士，弁護士の方々などに広く知っ

ていただくことを目的としております。 

そこで，本セミナーでは(一社)地盤品質判定士会を主催とし，「2021 年度地盤品質セ

ミナー」 ≪地盤品質判定士が関わった宅地地盤の変状に関する調査と対策≫と題して，

宅地地盤に関わる建築士，建築関係の技術者，土木系の技術者，不動産鑑定士，弁護士な

どの方々の知見向上及び地盤品質判定士の更なる活動へとつなげるセミナーを企画しまし

た。また，これらの活動実績を踏まえて判定士の役割を考えることなどについて報告して

いただき，地盤品質判定士及び判定士会の更なる活動へとつなげるセミナーにしたいと思

います。 

そして，宅地地盤の変状・対策に関するＱ＆Ａを行いますので，是非「2021年度地盤品

質セミナー」への参加をお願いします。 

本セミナーは Zoom ウェビナーによるオンラインでのセミナー配信ですので，勤務先も

しくは自宅からの聴講となります。 

奮って御参加下さい。 

 

  



◆G-CPD ポイント：6 

◆日 時：令和 ４年 1 月 29 日(土）9:00～17:00 

◆会 費：会員 7,000 円（消費税を含む） 

◆配布資料：本セミナーのために講師の方が作成する説明資料を pdf で提供します。 

◆定 員：制限なし 

＜ セミナープログラム ＞ 

１．開会の挨拶 9:00～ 9:10 

北詰昌樹（一般社団法人地盤品質判定士会  理事長） 

２．話題提供(1)   宅地地盤の変状と調査 9:10～11:50 

・住宅の不同沈下について 9:10～ 9:50 

内山  雅紀【地盤品質判定士/ジャパンホームシールド(株)】 

・戸建て住宅の不同沈下対策 9:50～10:30 

大和  眞一【技術士 工学博士／日本住宅保証検査機構 顧問】 

・宅地擁壁の変状と点検・調査 10:30～11：10 

西村  真二【地盤品質判定士/(株)URリンケージ】 

・不安定斜面の対策 11:10～11：50 

高橋  一紀【地盤品質判定士/(株)カナコン】 

３．キーノートレクチャー 12:50～14:10 

・宅地防災を踏まえた安全な宅地選びと宅地対策 12:50～13:30 

橋本  隆雄【地盤品質判定士/国士舘大学教授】 

・人の住処と自然災害 13:30～14:10 

東畑  郁生【東京大学名誉教授/関東学院大学】 

４．話題提供(2)   宅地地盤の変状と相談事例 14:15～16:15 

・首都圏における宅地地盤の変状と相談事例 14:15～14:55 

立花  秀夫【地盤品質判定士/(一社)地盤品質判定士会神奈川支部長】 

・関西圏における宅地地盤の変状と相談事例 14:55～15:35 

諏訪  靖二【地盤品質判定士/(一社)地盤品質判定士会幹事】 

・地盤に起因する建築紛争について 15:35～16:15 

-地盤品質判定士への期待- 

高木  秀治【弁護士／プラス法律事務所】 

５．Q＆Aコーナー 16:20～16:50 

メインテーマ：宅地地盤の変状に関する調査と対策 

司会進行 原  勝重【(一社)地盤品質判定士会副幹事長兼技術委員長】 

６．閉会の挨拶 16:50～17:00 

岡村  未対【公益社団法人土木学会 地盤工学委員会 委員長】 

 

詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-3502/ 

 

  

https://hanteishi.org/post-3502/


２．宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会【2021 年 12 月 17 日】（判定士会共催） 

 

（公社）地盤工学会が主催し，（一社）地盤品質判定士会が共催する，2021年度第１回 

宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会『宅地地盤の地震時液状化被害と対策』を開催

いたします。 

 2011年 3月の東日本大震災や 2016年 4月の熊本地震，2018年 9月の北海道胆振東部

地震では，液状化や盛土・擁壁・斜面崩壊などで，2014年 8月の広島豪雨災害，2018年

7月の西日本豪雨災害，2019年台風 19号，2020年 7月豪雨，2021年７月に熱海市伊豆

山で発生した土石流等において宅地が大きな被害を受けました。 

 これらの地盤災害を契機として，宅地地盤の周辺地形地質環境を含めた地盤の安定性と

地盤リスクを適切に評価することの重要性が再認識されています。宅地地盤の状況を，限

られた情報の中で的確に把握・評価するためには，携わる技術者が地盤工学に関する高度

な専門知識と技術者倫理を有するだけでなく，常に新しい知見を得る必要があります。 

 そこで，公益社団法人 地盤工学会では，2021年度第１回宅地地盤の評価に関する最近

の知見講習会『宅地地盤の地震被害と対策』を企画いたしました。 

 なお，本講習会は Zoomウェビナーによるオンラインでの配信で行います。勤務先もし

くは自宅からのご視聴となります。奮って御参加ください。 

◆G-CPDポイント：5.5 

◆日 時：2021年 12月 17日（金） 9：50～17：00 

◆会 費：会員 9,000 円 非会員 13,000円 学生会員 3,000 円（消費税を含む） 

注：会員には，地盤工学会員，地盤品質判定士(補)，後援団体所属を含む 

＜内容・講師＞ 

・9：50～10：50（60min） 

 宅地地盤の液状化被害と土地条件 

若松 加寿江【関東学院大学】 

・11：00～11：45（45min） 

(仮題) 液状化ハザードマップとリスクコミュニケーションについて 

先名 重樹【防災科学技術研究所】 

・12：45～13：45（60min） 

液状化による住宅の被害のメカニズム 

安田 進【東京電機大学名誉教授】 

・13：55～14：40（45min） 

(仮題) 戸建住宅で行われている液状化対策の現状 －東京湾岸埋立地の例－ 

関口 徹【千葉大学】 

・14：50～15：50（60min） 

 住宅地盤を対象とした液状化の調査と判定 

澤田 俊一 【応用地質】 

・16：00～17：00（60min） 

 (仮題) 住宅地盤を対象とした液状化対策工法 

  大島 昭彦 【大阪市立大学】 

 

詳しくは（公社）地盤工学会の講習会案内ページへ 

https://www.jiban.or.jp/?page_id=10094 

https://www.jiban.or.jp/?page_id=10094


３．（公社）土木学会 令和 3 年度 地盤工学セミナー （判定士会後援） 

「仮）斜面災害と法・訴訟等の社会システム」 

 

◆主 催：（公社）土木学会 地盤工学委員会 

◆後 援：（予定）：（公社）地盤工学会，（一社）地盤品質判定士会 

◆日 時： 2022年 2月 14日 13：00～17：00 

◆場 所：（公社）土木学会講堂（東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内） 

◆定 員： 対面 50名，ZOOM 100名 

◆参加費： 主催・後援団体会員 3,000円，その他 4,000円，学生：1500円 

書籍「知っておきたい斜面のはなしQ&A②－斜面の災害に備える―」 

（2022年 1月末発売予定）込みの価格です。 

◆申し込み方法： 後日，周知します。 

◆申し込み期限： 検討中。ただし，定員になり次第，受付を締め切ります。 

◆問い合わせ先： 土木学会地盤工学委員会 事務局担当：林 

E-mail：j-hayashi@jsce.or.jp／TEL：03-3355-3559 

プログラム 

※新型コロナ感染症の状況によっては一部の講師は遠隔となる可能性があります 

1. 開会挨拶（13：00～13：15） 岡村未対（地盤工学委員会委員長・愛媛大学） 

【基調講演】 

2. 「住宅斜面の市民からの法律相談や訴訟など」（13：15～14：05） 

吉岡和弘（吉岡法律事務所・弁護士 ） 

【書籍「知っておきたい斜面のはなしQ&A②－斜面の災害に備える―」出版記念】 

3. 「斜面の法令・訴訟にどのようなものがありますか？」（14：05～14：35） 

稲垣秀輝（（株）環境地質） 

4. 「大規模盛土造成マップとはどのようなものですか？」（14：35～15：05） 

上野将司（応用地質） 

～休憩（15：05～15：15）～ 

5. 「くり返す土砂災害～再来する場所と時間の最新の知見～」（15：15～15：45） 

鈴木素之（山口大学） 

6. 「山地の開発の許可やアセスはどのように行われますか？」（15：45～16：15） 

大野博之（（株）地質工学社） 

7. 「石積み擁壁の崩壊事例と対策について」（16：15～16：45） 

美馬健二（（有）太田ジオリサーチ） 

8. 閉会挨拶（16：45～16：50） 中野正樹（地盤工学委員会副委員長・名古屋大学） 

 

司会進行： 伊藤 和也（地盤工学委員会 斜面工学小委員会委員長・東京都市大学） 

 

詳しくは（公社）土木学会地盤工学委員会の案内ページへ 

 https://committees.jsce.or.jp/jiban/node/61 

  

https://committees.jsce.or.jp/jiban/node/61


2021年 12月 3日（金） 

 

////////////////////////////////////////// 

 地盤品質判定士協議会 事務局 
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